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社外取締役に対する研修等に関するアンケート調査結果 

 

東証プライム市場上場企業の社外取締役を対象とした、研修等に関するアンケート調査の結果を掲

載する。 

※ 令和４年度産業経済研究委託事業「社外取締役の研修やトレーニングに関する調査」（委託先：デ

ロイト トーマツ コンサルティング合同会社）の調査結果を掲載。 

 

◼ 調査方法 

➢ 調査手続 

 調査対象となる社外取締役が就任している企業の取締役会事務局に対して、郵送にて

質問票を送付し、Web回答によって回収した。 

 

➢ 調査対象 

 東証プライム市場に上場する企業（令和4年11月時点）の社外取締役延べ6,990名（※）

に対して、アンケート調査を実施した。 

※ 複数企業を兼任する社外取締役を考慮し、延べ人数での表記としている 

 

➢ 回答期間 

 令和5年1月より約1か月間を回答期間としてアンケートを実施した。 

 

➢ 回答数 

 延べ1,460名（約20.9％）の社外取締役より回答を受領した。 

※実人数は1,122名 

 

➢ アンケート項目 

 アンケート設計の概要 

• 研修参加に対する動機や望ましい研修内容等を社外取締役自身がどのように捉

えているかが明確になるような項目を中心に質問を設計した。 

• アンケート項目には共通の質問と企業ごとの質問がそれぞれ設定されており、複

数企業の社外取締役を兼任している社外取締役は、企業ごとの質問に対して最

大3社分（対象は東証プライム市場上場企業に限る）まで回答できるよう設計した。 

 アンケート項目名 

• バックグラウンド、専門分野 

• 社外役員としての経験 

• 委員への就任経験 

• 社外取締役としての心得の理解度・習得度 

参考資料２ 
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• 取締役会における工夫 

• 社外取締役就任時に不足していると認識した知識・スキル、及び当該知識・スキ

ルの補い方 

• 社外取締役の個人評価 

• 研修等の受講意欲 

• 研修等の受講経験の有無、及び研修等の有用性 

• 研修等の受講状況、及び受講のきっかけ 

• 費用負担、及び受講の障壁 

• 望ましい研修等受講形態 

• 研修等は必要ないと感じる理由 

• 研修等実施機関の周辺サービスへのニーズ 

• ケーススタディ形式の研修プログラムへのニーズ 

• 企業にサポートを依頼するにあたっての心理的障壁 

• 受講障壁（時間的制約 等） 

• 研修等以外の要望 

• 現在社外取締役に就任している企業の就任年数 

• 取締役会の指向 

• 自身に期待されている役割、自身が重視している役割の認識 

• 企業によるサポート 

 

◼ 集計方法に関する注意事項 

 集計結果として本書に記載している割合は、小数点以下第一位にて四捨五入をしたパ

ーセント表記をしている。そのため、回答の合計が100%にならない場合がある。 

 

◼ 調査結果 

➢ バックグラウンド、専門分野 

 

 バックグラウンド（属性） 

 

問1． ご自身のバックグラウンドをお聞かせください。（いくつでも） 
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 専門分野 

 

問2． ご自身の専門分野をお聞かせください。（いくつでも） 

 

 

＜社外取締役として就任している企業の株主構成（外国人株式保有比率）別＞ 
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➢ 社外役員としての経験 

 

 社外取締役の経験社数 

 

問3． 社外役員の経験についてお伺いします。現在務めている企業を含め、これま

でに社外取締役/社外監査役として就任した上場企業はそれぞれ何社ありま

すか。（社外取締役） 

 

 

 社外監査役の経験社数 

 

問3． 社外役員の経験についてお伺いします。現在務めている企業を含め、これま

でに社外取締役/社外監査役として就任した上場企業はそれぞれ何社ありま

すか。（社外監査役） 
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 社外取締役の経験年数 

 

問4． 社外役員としての合計した経験年数について、それぞれお聞かせください。 

（社外取締役） 

 

 

＜社外取締役として就任している企業の株主構成（外国人株式保有比率）別＞ 
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 社外監査役の経験年数 

 

問4． 社外役員としての合計した経験年数について、それぞれお聞かせください。 

（社外監査役） 

 

 

 社外取締役の兼任社数 

 

問5． 回答時点において、何社の社外取締役を務めていますか。 

※東証プライム市場上場企業以外の上場企業及び未上場企業も含めます。 
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➢ 委員への就任経験 

 

 社外取締役として経験した役職 

 

問6． これまでに、社外取締役として経験されたご自身の役職をお選びください。（い

くつでも） 

 

 

 委員への就任経験 

 

問7． これまでに、社外取締役として経験された委員会をお選びください。（それぞれ

いくつでも）/委員として就任したことがある 
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 委員長への就任経験 

 

問7． これまでに、社外取締役として経験された委員会をお選びください。（それぞれ

いくつでも）/委員長に就任したことがある 
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➢ 社外取締役としての心得の理解度・習得度 

 

社外取締役の在り方を実務的な視点から整理することを目的に策定された「社外取締役

の在り方に関する実務指針（社外取締役ガイドライン）」（経済産業省策定）において、社外

取締役の5つの心得が示されている。 

本アンケートでは、当該5つの心得に対して、その重要性の理解及び習得状況を調査した。 

 

＜社外取締役の5つの心得＞ 

心得1：社外取締役の最も重要な役割は、経営の監督である。その中核は、経営を担う経営

陣（特に社長・CEO）に対する評価と、それに基づく指名･再任や報酬の決定を行うこ

とであり、必要な場合には、社長・CEOの交代を主導することも含まれる。  

心得2：社外取締役は、社内のしがらみにとらわれない立場で、中長期的で幅広い多様な視

点から、市場や産業構造の変化を踏まえた会社の将来を見据え、会社の持続的成

長に向けた経営戦略を考えることを心掛けるべきである。  

心得3：社外取締役は、業務執行から独立した立場から、経営陣（特に社長・CEO）に対して

遠慮せずに発言・行動することを心掛けるべきである。 

心得4：社外取締役は、社長・CEOを含む経営陣と、適度な緊張感・距離感を保ちつつ、コミ

ュニケーションを図り、信頼関係を築くことを心掛けるべきである。 

心得5：会社と経営陣・支配株主等との利益相反を監督することは、社外取締役の重要な責

務である。 

  



11 

 心得の重要性に関する認識 

 

問8． 「社外取締役の在り方に関する実務指針（社外取締役ガイドライン）」（経済産

業省策定）において、社外取締役の役割及び心構えのベストプラクティスとし

て示されている以下のそれぞれの心得について、社外取締役にとって重要な

ものだと思いますか。（それぞれひとつずつ） 

 

 

 

 

  

76%

81%

84%

76%

69%

19%

17%

15%

22%

25%

3%

2%

1%

2%

4%

1%

0.4%

0.1%

0.1%

1%

1%

0.4%

0.2%

0.3%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

心得１

心得２

心得３

心得４

心得５

重要だと思う どちらかといえば重要だと思う

どちらかといえば重要だと思わない 重要だと思わない

よくわからない



12 

 心得の習得度に関する認識 

 

問9． 「社外取締役の在り方に関する実務指針（社外取締役ガイドライン）」（経済産

業省策定）において、社外取締役の役割及び心構えのベストプラクティスとし

て示されている以下のそれぞれの心得について、自分自身のことを考えた場

合、身についていると思いますか。（それぞれひとつずつ） 

 

 

＜社外取締役として就任している企業の時価総額別＞ 

 

心得1について 
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＜社外取締役として就任している企業の株主構成（外国人株式保有比率）別＞ 

 

心得1について 
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➢ 取締役会における工夫 

 

 取締役会で意見の内容を理解してもらうために意識していること・工夫 

 

問10． 取締役会で自身の意見を企業側に伝える際に、意見の内容を理解してもらう

ために意識していること・工夫していることはありますか。（自由記載（任意）） 

 

アンケート回答の要旨（一部表現を加工） 

✓ 取締役会の事前資料を熟読したうえで、質問がある場合には事前に意図を明

確にしておく。また、自身の経験に基づいた意見・アドバイスがある場合には、

その内容を明確化する。 

✓ 取締役会の事前説明等の場において、必要な質問や確認を通して内容を理解

している。 

✓ 取締役会中は積極的に挙手し発言すると共に、意見の要点・懸念点を正確に

伝えるよう心掛けている。妥協や黙認をしないよう、心掛けている。 

✓ 助言・監督のいずれが重視されているかは就任先企業によって（もしくは局面

によって）も異なるが、株主を代表する立場であることを常に意識し、少数株主

も意識しつつ発言することを心掛けている。また、過度に空気を読まず、意見す

ることを心掛けている。 

✓ 必要に応じて、取締役会の事後に（発言内容等を）フォローアップする。 
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➢ 社外取締役就任時に不足していると認識した知識・スキル、及び当該知識・スキルの補い方 

 

 社外取締役就任時に不足していると認識した知識・スキル 

 

問11． 以下の各項目について、初めて社外取締役に就任された際、社外取締役とし

て自らに期待されている役割に照らして、ご自身に不足していると感じたことが

あるものをお聞かせください。（いくつでも） 
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16 

 不足していると認識した知識・スキルの補い方 

 

問12． 前問でご回答いただいた、ご自身に不足していると感じたことがある項目につ

いて、その不足を補うためにどのような対応を取りましたか。（それぞれいくつ

でも）/IT（例：IT活用、情報セキュリティ、DXなど） 
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不足していると感じたが、特段の対応は取らな

かった



17 

➢ 社外取締役の個人評価 

 

 評価を受けた経験 

 

問13． これまでに自身の社外取締役としての振る舞いやパフォーマンス等について、

社外取締役個人として評価を受けたことがありますか。（1つ選択） 

※例えば、取締役会実効性評価の一環として、自分自身の社外取締役として

のパフォーマンスについてインタビューを受けた、などが挙げられます。 

 

 

 評価方法 

 

問14． その際はどのような評価方法を経験しましたか。（いくつでも） 

※「自己評価」とは、自らを振り返って行う自分自身に対する評価、「相互評価」

とは、自分以外の社外取締役のパフォーマンス等について、社外取締役同士

が互いに行う評価を指します 
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 フィードバックを受ける機会の必要性 

 

問15． ご自身が社外取締役として期待されている役割を果たせているかどうかにつ

いて、フィードバックを受ける機会は必要だと思いますか。（1つ選択） 

また、その理由についてもお聞かせください。 

 

 

 フィードバックを受ける機会が必要と考える理由 

 

アンケート回答の要旨（一部表現を加工） 

✓ 自己評価では気が付かない改善点がある可能性があるから 

✓ 自身が責務を全うできているのか、どの程度貢献ができているか、真摯に振り

返る必要があるから 

✓ 自身の専門性に偏った発言や独善的な発言を防止するために、客観的なフィ

ードバックは有益であるから 

 

 フィードバックを受ける機会が必要ないと考える理由 

 

アンケート回答の要旨（一部表現を加工） 

✓ 独立性を担保するために、フィードバックは不要と考えるから 

✓ フィードバックの考え方自体は良いが、評価を得るために意見や反論を躊躇す

るケースが想定されるから 

✓ 評価基準の設定が難しく、形骸化する可能性があるから 
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どちらかといえば必要だと思わない

必要だと思わない
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➢ 研修等の受講意欲 

 

 研修等の受講意欲 

 

問16． 研修やトレーニングの受講を企業から推奨された場合、積極的に受講したいと

思いますか。（1つ選択） 

また、その理由についてもお聞かせください。 

 

 

＜社外取締役としての経験年数別＞ 

 

 

  

62%

30%

6%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

受講したいと思う

どちらかといえば受講したいと思う

どちらかといえば受講したいと思わない

受講したいと思わない

80%

70%

67%

58%

43%

39%

20%

24%

28%

33%

44%

45%

5%

5%

6%

12%

12%

1%

1%

4%

1%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1年未満

1～2年

3～5年

6～10年

11～15年

16年以上

受講したいと思う どちらかといえば受講したいと思う

どちらかといえば受講したいと思わない 受講したいと思わない
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 研修等を受講したい理由 

 

アンケート回答の要旨（一部表現を加工） 

✓ 専門的知識や最新の知識を得る事で、より社外取締役としての責任を果たす

事ができると考えるため 

✓ 就任先企業から推薦された研修の場合、就任先企業が必要と判断した内容の

研修であると想定するため 

✓ 自身のスキルや知識を向上させ、企業への貢献度を高めるため 

✓ 企業特有の環境や業界動向について学習の機会が限定的。社内の研修・講演

は、その企業特有の企業・風土を理解するのに良い機会となるため 

 

 研修等を受講したいと思わない理由 

 

アンケート回答の要旨（一部表現を加工） 

✓ 積極的に受講したいが、就任先企業以外の業務による時間的制約があり、必

ずしも全て受講できるわけではない。 

✓ 自身に不足する知識や能力は、自身で研鑽することとしている。また、そのため

の情報網を持ち合わせている。社外取締役として、自己研鑽に関して就任先企

業からの助力を受けたいと考えていない。 
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➢ 研修等の受講経験の有無、及び研修等の有用性 

 

 研修等の受講経験 

 

問17． これまで（社外取締役就任前もしくは就任期間中）に、自身が社外取締役とし

ての役割を果たすための情報収集や自己研鑽を目的として研修等を受講した

ことがありますか。（1つ選択） 

※研修等の対象者が社外取締役であるものに限定する必要はありません。 

※提供元が企業か研修等実施機関かを問わずご回答ください。 

 

 

＜社外取締役のバックグラウンド別＞ 

 

 

76%

13%

11%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

受講したことがある

研修等が提供されていることは知っているが、

受講したことはない

研修等が提供されていることを知らず、

受講したこともない

69%

80%

95%

77%

77%

75%

77%

75%

16%

11%

4%

14%

14%

16%

12%

10%

14%

8%

1%

10%

9%

8%

12%

15%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

経営経験者

弁護士

公認会計士／税理士

学者

官公庁

金融機関

コンサルティング

その他

受講したことがある

研修等が提供されていることは知っているが、受講したことはない

研修等が提供されていることを知らず、受講したこともない
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 受講した研修等の項目 

 

問18． 受講した研修等は、どういった項目に関するものでしたか。（いくつでも） 

 

  

75%

30%

33%

27%

54%

22%

26%

36%

28%

32%

42%

38%

32%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

コーポレートガバナンス

経営戦略

財務・会計

コーポレートファイナンス

法務・コンプライアンス

組織・人事

ＩＴ

リスクマネジメント

就任先企業への理解

社外取締役の取るべき態度

トレンドトピックにかかる情報・理解

ビジネスに影響する法令等の最新動向にかか

る情報

社外取締役の経験や実体験にかかる情報

その他
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 受講した研修等の有益性 

 

問19． 受講した研修等は、社外取締役としての役割を果たすにあたり、有益であった

と思いますか。それぞれの項目についてお聞かせください。（それぞれひとつ

ずつ） 

 

  

70%

57%

60%

55%

62%

54%

52%

61%

92%

61%

68%

68%

65%

65%

27%

41%

38%

41%

35%

44%

44%

36%

8%

34%

29%

31%

33%

35%

3%

2%

2%

3%

3%

3%

4%

3%

5%

3%

1%

2%

0.5%

0.4%

0.2%

0.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

コーポレートガバナンス

経営戦略

財務・会計

コーポレートファイナンス

法務・コンプライアンス

組織・人事

ＩＴ

リスクマネジメント

就任先企業への理解

社外取締役の取るべき態度

トレンドトピックにかかる情報・理解

ビジネスに影響する法令等の最新動向にか

かる情報

社外取締役の経験や実体験にかかる情報

その他

有益だったと思う どちらかと言えば有益だったと思う

どちらかと言えば有益だったとは思わない 有益ではなかった
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➢ 研修等の受講状況、及び受講のきっかけ 

 

 研修等の受講状況 

 

問20． 研修等の受講状況をお聞かせください。（いくつでも） 

 

  

38%

44%

29%

58%

7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

就任先企業が実施している研修等を受講した

就任先企業が外部の専門家講師を招聘して行

う研修等を受講した

就任先企業から外部研修機関が実施する

研修等を紹介され、受講した

自主的に、外部研修機関が実施する

研修等を受講した

その他
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＜社外取締役として就任している企業の時価総額別＞ 

 

 

  

31%

36%

31%

59%

7%

46%

54%

29%

56%

7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

就任先企業が実施している研修等を受講した

就任先企業が外部の専門家講師を招聘して

行う研修等を受講した

就任先企業から外部研修機関が実施する研

修等を紹介され、受講した

自主的に、外部研修機関が実施する研修等

を受講した

その他

1,000億円未満 1,000億円以上
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＜社外取締役として就任している企業の株主構成（外国人株式保有比率）別＞ 

 

 

 

  

29%

37%

28%

59%

9%

41%

46%

32%

54%

5%

46%

54%

29%

57%

5%

49%

54%

24%

54%

6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

就任先企業が実施している研修等を受講した

就任先企業が外部の専門家講師を招聘して

行う研修等を受講した

就任先企業から外部研修機関が実施する研

修等を紹介され、受講した

自主的に、外部研修機関が実施する研修等

を受講した

その他

外国人株式保有比率10%未満 外国人株式保有比率10%以上20%未満

外国人株式保有比率20%以上30%未満 外国人株式保有比率30%以上
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 研修等の受講のきっかけ 

 

問21． 研修等を受講したきっかけは何ですか。（いくつでも） 

 

 

 

 

  

10%

27%

72%

3%

37%

6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

社外取締役への就任打診があった場合に備

え、事前準備として学習しようと考えたから

社外取締役に就任するにあたり、事前準備とし

て学習しようと考えたから

社外取締役に就任し、役割を果たす中で、更な

る自己研鑽の必要性を感じたから

他の社外取締役から勧められたから

社外取締役を務める（または就任予定の）企業

から勧められたから

その他
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➢ 費用負担、及び受講の障壁 

 

 研修等の費用負担者 

 

問22． これまで受講料が有料である研修等を受講した際に、その研修等にかかる費

用を誰が負担しましたか。（いくつでも） 

 

 

 金銭的な障壁 

 

問23． これまでに研修等の受講を検討した際、金銭的な負担感から受講を見送った

ことはありますか。（1つ選択） 

 

  

57%

40%

7%

19%

3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

就任先企業が費用を負担した

ご自身が費用を負担した

出身母体の企業等が負担した

費用負担のある研修等は受講したことがない

その他

11%

74%

15%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

はい

いいえ

受講を検討したことはない
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➢ 望ましい研修等受講形態 

 

 研修等の必要性及び受講形態 

 

問24． ご自身のバックグラウンドを踏まえた場合、社外取締役になるにあたって、以

下の各項目にかかる研修等は必要だと思いますか。また、必要と考える研修

等についてはふさわしいと考える実施形態についてもお聞かせください。（それ

ぞれいくつでも） 

/社外取締役の経験や実体験にかかる情報（例：他の社外取締役からの経験

共有、取締役会で意見する際の心掛け、就任先企業との信頼関係・緊張関係

のバランス など） 

 

 

➢ 研修等は必要ないと感じる理由 

 

 研修等は必要ないと感じる理由 

 

問25． なぜ研修等の必要がないと感じるのですか。（それぞれいくつでも） 

/ＩＴ（例：ＩＴ活用、情報セキュリティ、ＤＸ など） 

 

39%

27%

18%

7%

29%

0% 10% 20% 30% 40%

座学（セミナー、講演会などを含む）が必要

グループワークが必要

ｅ－ラーニングが必要

その他の実施形態の研修等が必要

研修等は必要ではない

63%

7%

21%

12%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

自分のバックグラウンドから既に身についてお

り、必要ないと感じているから

社外取締役としての経験が長く、必要ないと感

じているから

自分が期待されている役割を考えると、必要な

いと感じているから

その他
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➢ 研修等実施機関の周辺サービスへのニーズ 

 

 研修等実施機関の周辺サービスへのニーズ 

 

問26． 研修等実施機関が提供する主要な周辺サービスのうち、社外取締役としての

情報収集や自己研鑽のために、ご自身が必要だと思うものはありますか。（い

くつでも） 

 

  

59%

5%

48%

3%

16%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

他社の社外取締役と事例を共有する場への

参加

模擬取締役会への参加

社外取締役向け情報提供サイトへの登録

その他

いずれも必要ではない
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➢ ケーススタディ形式の研修等へのニーズ 

 

 ケーススタディ形式の研修等へのニーズ 

 

問27． どういった項目や実施形態の研修等であれば今後受講したいと思いますか。

（自由記載（任意）） 

 

アンケート回答の要旨 

✓ 座学のみではなく、ケーススタディを題材として複数人で協議する形式の研修

を要望する。 

✓ 他社の取締役会の見学や、対象企業の現場視察、同業他社の社外取締役と

の交流会を要望する。 

✓ 少人数での実践的な研修を、就任先企業の社内取締役と一緒に受講すること

を要望する。取締役会には共通基盤が必要であり、社外取締役だけが研修を

受講しても効果は限定的であると考える。 

 

 ケーススタディ形式の研修プログラムに対する要望 

 

問28． 以下の各項目につき、参加者同士や講師とのディスカッションを伴うケースス

タディ形式の研修プログラムが必要だと思いますか。 

また、以下の各項目のほかにケーススタディ形式のプログラムが必要だと考え

る内容はありますか。（それぞれひとつずつ） 

 

47%

54%

40%

44%

50%

44%

39%

35%

46%

43%

37%

42%

14%

11%

15%

13%

14%

13%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

経営戦略・計画の策定への関与・監督

指名・報酬決定プロセスへの関与・監督（後継

者計画や報酬の方針の策定など）

個別の業務執行の決定への関与・監督（Ｍ＆

Ａや投資判断など）

取締役会、委員会の実効性評価

株主、投資家、顧客、従業員等との対話、情

報発信

内部通報窓口・相談先としての対応、不正や

問題発見時の関与

はい いいえ わからない



32 

 その他の要望されるテーマ 

 

アンケート回答の要旨（ケーススタディ形式の研修プログラムが必要だと考える内

容） 

✓ 不祥事対応 

✓ 事業ポートフォリオ、コングロマリットディスカウント 

✓ SDGs 
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➢ 企業にサポートを依頼するにあたっての心理的障壁 

 

 就任先企業に対する研修等の提供・斡旋の依頼における心理的障壁 

 

問29． 就任先企業に研修等の提供・斡旋を要請することに、ためらいを感じますか。

（1つ選択） 

 

  

8%

20%

33%

38%

0% 10% 20% 30% 40%

ためらいを感じる

どちらかといえばためらいを感じる

どちらかといえばためらいを感じない

ためらいを感じない
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＜社外取締役のバックグラウンド別＞ 

 

 

 

＜社外取締役としての経験年数別＞ 

 

  

7%

11%

11%

3%

7%

7%

8%

12%

18%

17%

29%

20%

21%

23%

24%

17%

36%

30%

25%

37%

27%

26%

29%

37%

39%

41%

34%

40%

45%

45%

39%

35%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

経営経験者

弁護士

公認会計士／税理士

学者

官公庁

金融機関

コンサルティング

その他

ためらいを感じる どちらかといえばためらいを感じる

どちらかといえばためらいを感じない ためらいを感じない

15%

9%

9%

6%

7%

13%

35%

24%

23%

16%

14%

17%

10%

34%

33%

36%

31%

30%

40%

33%

36%

42%

48%

39%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1年未満

1～2年

3～5年

6～10年

11～15年

16年以上

ためらいを感じる どちらかといえばためらいを感じる

どちらかといえばためらいを感じない ためらいを感じない
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 心理的障壁の理由 

 

問30． どのような理由から、就任先企業に研修等の提供・斡旋を要請することにため

らいを感じますか。（1つ選択） 

 

 

 

 

 

  

53%

58%

14%

8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

企業側に費用負担が生じるから

本来であれば就任時に自らが身に着けておく

べきスキル・知識等を習得するものだから

複数企業の社外取締役を兼務しており、

どの企業に要請すればよいかわからないから

その他
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➢ 受講障壁（時間的制約 等） 

 

 研修等にかけることの出来る1カ月あたりの時間 

 

問31． 研修等の受講について、１ヵ月あたりどのくらい時間をかけることができますか。

目安をお聞かせください。（1つ選択） 

 

 

＜社外取締役としての経験年数別＞ 

 

 

  

41%

26%

26%

7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

3時間以内

5時間以内

10時間以内

それ以上

45%

37%

41%

44%

45%

48%

25%

24%

27%

25%

29%

28%

25%

31%

25%

25%

23%

19%

5%

8%

7%

6%

4%

6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1年未満

1～2年

3～5年

6～10年

11～15年

16年以上

3時間以内 5時間以内 10時間以内 それ以上
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➢ 研修等以外の要望 

 

問32． 社外取締役としての役割を果たすにあたり、研修等の受講以外に、ご自身が

実施すべきだと考える取組や必要となるサポート等はありますか。（自由記載

（任意）） 

 

アンケート回答の要旨 

✓ 不足している知識や経験を補うため、社外取締役経験者へのインタビュー等を

要望する 

✓ 激変するビジネス環境では不断の自己研鑽と好奇心を持って対応すべきと考

えており、所属する企業だけでなく異業種交流会などインフォーマルな機会に

対するサポートが必要であると考える 

✓ 社外取締役が把握しておくべきコーポレートガバナンス、サステナビリティに係

る最新動向に関する情報（国内外の法改正、国内外の行政機関や主要団体か

ら発行される提言、指針、報告書類など）を、メール等の一括送信で定期的に

共有するサービスがあると良い 
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➢ 現在社外取締役に就任している企業の経験年数 

※本設問以降は、就任先企業ごとの質問に対する回答であり、最大3社分回答頂いている。

回答結果は、同内容の質問に対する回答を合算して集計している。 

 

 

問34． 「就任先企業」の社外取締役に就任して、何年目ですか。 

 

 

 

  

0.1%

20%

17%

15%

14%

9%

7%

6%

6%

2%

3%

1%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

1年目

2年目

3年目

4年目

5年目

6年目

7年目

8年目

9年目

10年目

11～15年目

16年目以上
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➢ 取締役会の指向 

 

問35． 「就任先企業」の取締役会は、業務執行に関する意思決定機能を重視した「マ

ネジメント型」を指向していますか、監督機能を重視した「モニタリング型」を指

向していますか、ご自身の認識をお聞かせください。（1つ選択） 

 

 

＜社外取締役として就任している企業の株主構成（外国人株式保有比率）別＞ 

 

 

  

12%

34%

42%

12%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

マネジメント型

どちらかと言えばマネジメント型

どちらかと言えばモニタリング型

モニタリング型

13%

11%

11%

9%

36%

42%

31%

25%

41%

38%

46%

46%

9%

10%

12%

21%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

外国人株式保有比率10%未満

外国人株式保有比率10%以上20%未満

外国人株式保有比率20%以上30%未満

外国人株式保有比率30%以上

マネジメント型 どちらかと言えばマネジメント型

どちらかと言えばモニタリング型 モニタリング型
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➢ 自身に期待されている役割、自身が重視している役割の認識 

 

 期待されている役割 

 

問36． 以下の選択肢のうち、「就任先企業」から経営に関する助言/経営の監督のい

ずれの役割を主として期待されていますか。また、「就任先企業」において経営

に関する助言/経営の監督のうち、ご自身が重視している役割はどちらですか。

（それぞれひとつずつ）/取締役会から期待されている役割 

 

 

 

  

10%

15%

48%

18%

8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

経営に関する助言

どちらかと言えば経営に関する助言

経営に関する助言・経営の監督の両方

どちらかと言えば経営の監督

経営の監督
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 社外取締役が重視している役割 

 

問36． 以下の選択肢のうち、「就任先企業」から経営に関する助言/経営の監督のい

ずれの役割を主として期待されていますか。また、「就任先企業」において経営

に関する助言/経営の監督のうち、ご自身が重視している役割はどちらですか。

（それぞれひとつずつ）/自身が重視している役割 

 

  

10%

13%

48%

20%

10%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

経営に関する助言

どちらかと言えば経営に関する助言

経営に関する助言・経営の監督の両方

どちらかと言えば経営の監督

経営の監督
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問37． 以下の選択肢のうち、「就任先企業」の社外取締役としてご自身が重視してい

る役割は何ですか。（いくつでも） 

 

  

17%

72%

55%

67%

66%

51%

9%

2%

0.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

個別の業務執行への関与

経営戦略・計画の策定への関与

経営陣の指名・報酬プロセスへの関与

コンプライアンス・不祥事対応への関与

株主・投資家の視点の取締役会への反映

株主以外のステークホルダー（従業員など）の

視点の取締役会への反映

一般株主の代弁者としての利益相反管理への

関与

その他

わからない
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➢ 企業によるサポート 

 

 現在のサポート体制・環境 

 

問38． 「就任先企業」における現在のサポート体制・環境／今後望むサポート体制・

環境について、お聞かせください。（それぞれいくつでも） 

/現在のサポート体制・環境 

 

 

アンケート回答の要旨 

✓ 社内向け各種イベントの傍聴機会や社員向け研修プログラムの受講機会 

 

  

38%

64%

61%

58%

68%

68%

36%

51%

33%

16%

67%

30%

2%

2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

自身の個室・デスクなど、当該企業内における執務

スペースの提供

取締役会事務局の充分なリソース

取締役会以外のインフォーマルな議論の場

社外役員のみでの議論の場

取締役会の事前説明

取締役会資料の早期提供（概ね３日前までの提供）

取締役会資料のエグゼクティブ・サマリーの提供

経営会議等への出席／資料・議事録の閲覧権

社内システムへのアクセス権限

外部専門家を選任し、会社の費用負担で助言を得

る権限

現場視察・ヒアリング

外部の研修やトレーニングの紹介／受講のための

費用の負担

その他

あてはまるものはない
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 今後望むサポート体制・環境 

 

問38． 「就任先企業」における現在のサポート体制・環境／今後望むサポート体制・

環境について、お聞かせください。（それぞれいくつでも） 

/今後望むサポート 

 

 

 

 

 

7%

16%

29%

27%

14%

23%

20%

14%

12%

14%

23%

16%

2%

22%

0% 10% 20% 30% 40%

自身の個室・デスクなど、当該企業内における執務

スペースの提供

取締役会事務局の充分なリソース

取締役会以外のインフォーマルな議論の場

社外役員のみでの議論の場

取締役会の事前説明

取締役会資料の早期提供（概ね３日前までの提供）

取締役会資料のエグゼクティブ・サマリーの提供

経営会議等への出席／資料・議事録の閲覧権

社内システムへのアクセス権限

外部専門家を選任し、会社の費用負担で助言を得

る権限

現場視察・ヒアリング

外部の研修やトレーニングの紹介／受講のための

費用の負担

その他

あてはまるものはない

アンケート回答の要旨 

✓ 異種業界の社外取締役との交流 

✓ 社内役員（執行役以上）と社外役員の非公式な場での意見交換 

✓ 経営トップと社外取締役あるいは監査役との意見交換の場、監査役と社外取

締役との情報共有・意見交換の場 


